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千葉県下から労働運動の構築を
1 月 20 日の夜、京葉ユニオン第 2 回総会が船橋市内で開かれた。総会の始まりは二瓶久勝委員長が檄を飛ばし

元気をつけた。「GoTo キャンペーンで税金を使い、人と人の接触で感染を増やした。経済の落ち込みは弱者をま
すます困窮に導いている。政府は何ら対処しない。おろそかにしている。千葉県の下からの運動構築で展望を見い

出したい。頑張りましょう」。

続 い

て

朝鮮学校を「ウリハッキョ」と呼ぶ
在日朝鮮人、解放当時200万人 現在は60万人
記念講演が行われた。「コロナ禍の中で民族教育」のテーマで、千葉朝鮮初中級学校長の金ユソプさんに話して

いただいた。講演は歴史的経緯から始まった。1945 年の解放当時の在日は 200 万人、現在は 60 万人。帰国の前提
から永住が前提になっている。学校教育は 3世が 4世を教えている段階。朝鮮学校を「ウリハッキョ」と呼ぶ。民
族学校を知らない人から「日本語が上手」と言われる。なぜ在日がいるのか？強制連行は何か？等々理解しないと

進まないし課題でもある。学校の現状は、①生徒数が急激に少なくなっている。差別されて民族教育を受けたくな

い。朝鮮アレルギー。日本学校への憧れと幻想。差別からの経済的理由などで避けることがある。②財政状態(国

庫から補助はゼロ。教員の給料の遅配、減給。17 年からは地方から 1 ／ 10 の交付もなくなった。訪問活動で募金
運動をしている。③差別的状況と獲得できた権利。各種学校、通学定期券、高体連、大学入試。未だ残る差別。補

助金、スクールゾーン。給食、健康診断など実費になっている。

京葉ユニオン第2回総会
記念講演「コロナ禍の中で民族教育」

講師：金ユソプさん
（千葉朝鮮初中級学校長）



- 2 -

【コロナ禍】
①直ぐにオンライン授業をした。ハッキョの会などからコロナ募金で頑張れた。

②コロナ 差別（マスク配布対象の除外、朝鮮大学学生支援緊急給付金対象から除外等）

④スポーツ（大阪ラクビー 39人の少ない部員で全国大会 3位！励みに）
⑤必要な存在

愛情を受ける、愛情を知る言語教育朝鮮語は韓国では通じない。日本のイントネーショ

ンになっている。それでも自信を持つ。一世、二世の思いを大切にする。学校は限界状

況にあるが、人のため、弱い者のため何をするか、愛を与える教育。日朝親善教育をし

ている。反日教育、共産教育をしているデマゴギーに抗している。真の教育は、朝鮮半

島の統一教育をしている。それが朝鮮学校です。本当のことを広げていきたいです。長

い間ありがとうございました」。

●朝鮮民族学校の歴史的経緯から丁寧に話してくれた。知らないことが多かった。何かの

形で本当のことを知ってもらいたい。広めて行きたい。そんな感想を持った。

最後は二瓶委員長から金校長に カンパが贈られて。

千葉朝鮮初中級学校の教育目標
同胞子女たちを地域社会に貢献する知・徳・体の備わった立派な民族の子供として育む

１．民族に対する誇りと自覚、民族的アイデンティティの確立をめざす。

２．母国の言葉をはじめ幅広い教科を通じ現代社会に対応する豊かな同胞社会を築く力を養う。

３．健全な心と体を養い日本の方たちとの真の友好親善を図り相互の人格と立場を尊重しながら

国際社会に役立つ人間形成をめざす。

千葉朝鮮初中級学校本校は、1946年9月13日に創立

しましたが本年度で70回を超える歴史を刻んでいま

す。

創立以来私たちの民族教育は、さまざまな艱難辛

苦を乗り越えて今日に至ることができました。これ

はひとえに祖国の暖かい配慮と在日一世・二世をは

じめ同胞たちの愛情と惜しみない援助の賜物と存じ

ております。そしてまた広範な日本の方々の支援な

くして考えることはできません。

私たち教職員は、在日一世から二世へと千葉に１

つしかない同胞たちの貴重な財産であり誇りでもあ

る本校の歴史を守り発展させ、三世・四世へと継承

させていかなければならない重大な責務があること


